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野草スケッチ メドハギ（マメ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/０９/２５   稲城市東長沼   絵と文 Ｔａ 

 

メドハギは目処萩とも書かれるが、蓍萩が正しいのだそうである。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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「蓍」はパソコン画面上ではつぶれてしまっていると思う。 

草冠に「老」「日」を重ねた漢字で、「めどぎ」と読む。 

本来の「メドギハギ」が省略されて「メドハギ」になったのだという。 

めどぎとは、占いに使う筮竹のことだ。 

かつて筮竹として使われたことからの命名だそうである。 

 

メドハギとの最初の出会いは信州だった。 

信州にあった我が家の庭と道路の境に１かたまりが生えていた。 

あまり見栄えのする花ではないが、何となく親しみが持てた。 

白っぽい花弁の内側に紫がかった斑点があり、斑点の色や大きさが個々に違って

いる。 

大きな斑点があると、全体がピンクないし赤紫に見える。 

そういう花には「おお、愛いやつ」などと芝居がかった声をかけてみたくなった。 

 

メドハギは日当たりのよい草地などでも見かけるが、多摩川の河川敷には大群生

している。 

多摩河原橋から是政橋へ続くサイクリングロードを歩くといくらでもある。 

ことに稲城大橋付近には多い。 

やや木質化した茎がすうっと立って密生している。 

草丈は大きいものだと人の背丈ほどになる。 

たくさんあるし、足場も良いので、スケッチの被写体探しに困ることはない。 

 

被写体には困らなかったが、スケッチには困窮した。 

メドハギは、細かい葉と花がびっしりと付いている。 

それが何段、何十段と続いている。 

最初はよかったのだが、５段目辺りになると、現在描いている花がどれだったの

かわからなくなってしまうのだ。 

その都度実物と絵を見比べて、上から順にこれは描いた、これも描いた、これは

まだ、とチェックしなければならない。 

隣の段の花を間違えて描いて、どうにもつながりがつかなくなる、という失敗は、

これまでに何度かやっている 

下へ行くにつれどんどん難しくなってくる。 

途中で何度も気が狂いそうになる。 

実物はもっともっと下まで続いていたが、ここまで描くのが精一杯だった。 
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彩色のときも楽にはならなかった。 

既に形は描いてあるので、花と葉を見分けて色を塗ればよいのだが、葉の１枚ご

とに陰影が微妙に違う。 

現在、実物のどの葉を彩色しているのか、常に確認していなければならない。 

花も、葉と重なっていたりすると、花なのか葉なのかわからなくなってしまうこ

とがある。 

何度も何度も実物とスケッチとを見比べる作業が必要であった。 

 

なお、スケッチ（線画）は上から下へ、という順序で描いている。 

「植物は下から上へ伸びるのだから、ペンの運びも合わせたほうが自然ではない

いのか」という質問を受けたことがある。 

たしかにその通りだと思う。 

しかし、ペンで下から上へ線を引くのは、ちょっと無理がある。 

また、細かい部分などについては、既に描いたところがペンの陰になってしまい、

これまたやりづらい。 

そんなわけで上から下へとペンを動かしている。 

 

・・・ようやく絵は完成した。 

正直な話、早く帰ってビールが飲みたかった。（2000 年 7 月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕９月２７日 猿島 

お天気が良くてめったに訪れないところだったからでしょうか、思ったより大

勢の方の参加がありました。土曜日でもあり、予定していた猿島への船の便は満

席で、２隻目の臨時便で３０分遅れて猿島に向かいました。５０人以上だと前も

って連絡して欲しいと云われましたが、皆さんが集まらないと人数が決まらない

ので仕方ないですね。 

天気は良かったのですが、外海で出ると波が高く少し船が揺れました。 

猿島では散策路に沿って歩きましたが、海岸性の植物、帰化植物など、いつも

の稲城フィールドとはまた違ったものが観察出来ました。予想していたより多く

のシダ植物も見られました。 

一周して乗り場まで戻ってくると砂浜には大勢の若者が来ていてバーベキュー

を楽しんでいて美味しそうな匂いがしていました。彼らにしてみればリュックを

背負って、長袖のシャツを着て歩き回る私たちを見ておかしなおじさんおばさん

達だと思ったことでしょう。
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潮が満ちてきた３時前に船で三笠公園に戻って来て解散しました。一部の方は

記念艦みかさを見学されたようです。(FAM) 

◆観察記録（番号順） 

(01)コウボウシバ、(02)ギョウギシバ、(03)ラセイタソウ、(04)イヌビワ、(05)

アツバキミガヨラン、(06)イソギク、(07)トベラ、(08)アメリカセンダングサ、

(09)ノコンギク、(10)フウトウカズラ、(11)トネアザミ、(12)ツワブキ、(13)

クサギ、(14)ススキ、(15)エビヅル、(16)センニンソウ、(17)カジイチゴ、(18)

クコ、(19)アシタバ、(20)オオバイボタ、(21)テイカカズラ、(22)タブノキ、(23)

オオバグミ、(24)ツボクサ、(25)マサキ、(26)オニヤブソテツ、(27)ヤブニッ

ケイ、(28)トラノオシダ、(29)ベニシダ、(30)オオイタチシダ、(31)イタビカ

ズラ、(32)ハマサオトメカズラ、(33)ミツバアケビ、(34)カラスザンショウ、(35)

ニワトコ、(36)アカメガシワ、(37)ヤマグワ、(38)ガガイモ、(39)カラスウリ、

(40)ヒヨドリジョウゴ、(41)シロダモ、(42)アスカイノデ、(43)アオキ、(44)

キヅタ、(45)クマノミズキ、(46)シマスズメノヒエ、(47)チドメグサ、(48)カ

ゼクサ、(49)キジョラン、(50)ヤマグワ、(51)エノシマキブシ、(52)ハマスゲ、

(53)ネズミノオ、(54)ガクアジサイ、(55)ミゾシダ、(56)イラクサ、(57)ヤナ

ギイチゴ、(58)コメナモミ、(59)アオノクマタケラン、(60)キケマン、(61)カ

クレミノ、(62)ハチジョウススキ、(63)ムベ、(64)ハゼノキ、(65)ヒゲスゲ、(66)

オオバヤシャブシ、(67)マルバウツギ、(68)ムラサキシキブ、(69)ホソバシケシ

ダ、(70)イノモトソウ、(71)タチシノブ、(72)マツザカシダ、(73)ゲジゲジシ

ダ、(74)マメヅタ、(75)ホシダ、(76)シケシダ、(77)ホウライシダ、(78)オオ

ムラサキシキブ、(79)ミツデウラボシ、(80)ホラシノブ、(81)コモチシダ、(82)

ホソバカナワラビ、(83)ヒメユズリハ、(84)エノキ 

〔観察記録〕１０月４日 六道山・野山北公園 

 少し暑くて汗をかくくらい

の天気で、よく歩きました。 

下見で道を間違えながらコー

スを確認していたので、今回は

順調に歩けました。 

お目当てのオケラのきれい

な花が見られました。ほかに記

憶に残ったものは、オトコヨウ

ゾメの赤い実、ヤブタバコ、コ

ヤブタバコ、ガンクビソウが見
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られ、ツルニンジンの花も咲いていました。 

 

お渡しした資料の中の「ヤマナラシ」は「ヤマボウシ」の転記間違いでした。 

(FAM) 

◆観察記録（番号順） 

(01)コマツヨイグサ(花)、(02)ナガエコミカンソウ(実)、(03)コマツナギ(実)、

(04)カニクサ、(05)コチヂミザサ、(06)オトコヨウゾメ(実)、(07)アラカシ、(08)

ヒサカキ、(09)ナガバノコウヤボウキ、(10)シラカシ、(11)ベニシダ、(12)ア

オキ(実)、(13)ヤブコウジ、(14)ネズミモチ、(15)マルバアオダモ、(16)アオハ

ダ、(17)イヌツゲ、(18)カントウカンアオイ(花)、(19)ミサキカグマ、(20)モミ、

(21)タチシオデ、(22)サネカズラ、(23)ネジキ、(24)リョウブ、(25)ササクサ、

(26)チャノキ(蕾)（花）（実）、(27)フモトスミレ、(28)コウヤボウキ(花)、(29)

ハリガネワラビ、(30)ヤマウルシ、(31)チダケ、(32)ヤマツツジ、(33)ハシゴ

シダ、(34)ヨウシュヤマゴボウ(花)、(35)クサギ(花)、(36)カラスウリ、(37)ツ

ルウメモドキ(実)、(38)ノブドウ(実)、(39)スミレ、(40)アオツヅラフジ、(41)

ヤマノイモ、(42)ナワシロイチゴ、(43)オニドコロ(花)、(44)ハナタデ(花)、(45)

ケチヂミザサ、(46)ジシバリ、(47)ゴンズイ(実)、(48)キンエノコロ、(49)アキ

ノエノコログサ、(50)アキノノゲシ、(51)アメリカセンダングサ(花)、(52)コセ

ンダングサ(花)、(53)コメナモミ(花)、(54)オオブタクサ、(55)ヌカキビ、(56)

セイタカアワダチソウ(花)、(57)エノキグサ、(58)アオミズ、(59)キンモクセイ

(花)、(60)エノキ、(61)ノキシノブ、(62)コメヒシバ、(63)スズメウリ(実)、(64)

イヌビエ、(65)イヌビワ、(66)ヌスビトハギ(実)、(67)チカラシバ、(68)アマチ

ャヅル(実)、(69)コアジサイ、(70)ガンクビソウ、(71)キウイ、(72)アオハダ(実)、

(73)ノガリヤス、(74)ヒヨドリバナ、(75)ミツアケビ、(76)ヤブタバコ(花)、(77)

ホソバシケシダ、(78)モミジイチゴ、(79)キバナアキギリ(花)、(80)ノブキ、(81)

ササガヤ、(82)オオバノトンボソウ、(83)チゴユリ(実)、(84)タチシオデ(実)、

(85)ヤマボウシ、(86)ハナビラニカワタケ、(87)ハシカグサ、(88)ゲンノショ

ウコ(花)、(89)ゴヨウアケビ、(90)シラヤマギク(花)、(91)アキノキリンソウ、
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(92)リョウブ(実)、(93)ウメモドキ(実)、(94)オカトラノオ(実)、(95)ガマズミ(実)、

(96)ヤマハギ(花)、(97)ツルグミ、(98)ワラビ、(99)ヤブマメ(花)、(100)ヒヨ

ドリジョウゴ(実)、(101)ウド(花)、(102)ミズタマソウ、(103)カラスノゴマ(実)、

(104)ノコンギク(花)、(105)オトコヨウゾメ(実)、(106)ヒガンバナ(花)、(107)

イヌアワ、(108)コバノガマズミ、(109)コヤブタバコ、(110)アシボソ、(111)

ダンドボロギク(花)、(112)イヌコウジュ、(113)ツクバネウツギ、(114)ツルニ

ンジン(花)、(115)カゼクサ、(116)ナキリスゲ、(117)コブナグサ、(118)フタ

リシズカ、(119)メヤブマオ、(120)アブラガヤ、(121)ニガイチゴ、(122)イ

ボタノキ、(123)ヒメジソ、(124)ナガバノコウヤボウキ、(125)ノハラアザミ(花)、

(126)キバナアキギリ(花)、(127)ノダケ、(128)カシワバハグマ(花)、(129)オ

ケラ(花)、(130)セイバンモロコシ、(131)ホソバアキノノゲシ、(132)ヤクシソ

ウ(花)、(133)ガマズミミケフシ、(134)ヤマコウバシ、(135)イチヤクソウ、

(136)カマツカ、(137)ムラサキシキブ(実)、(138)ツボスミレ、(139)ユウガギ

ク(花)、(140)キカラスウリ、(141)コウヤワラビ 

 (FAM) 

◆今回歩いた六道山・野山北公園コース 
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〔行事予定〕2008/10/26（日） 小峰公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ五日市線武蔵五日市駅 改札口付近 ※会旗目標 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ五日市線の終点です 

ＪＲ立川駅９：１０→武蔵五日市駅９：４０が便利です 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅から小峰公園へ 

武蔵五日市駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

深まり行く秋をあきる野の丘陵で思いっきり楽しみましょう。多摩

丘陵とは一味違う秋があると思います 

野菊のいろいろが見られると思います 

地 図 

 

コース 武蔵五日市駅前～小庄～小和田～広徳寺（昼食）～新多摩変電所裏

～小峰公園～留原～中村～武蔵五日市駅（解散） 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕200８/11/16（日） 湘南平・高麗山 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ東海道本線大磯駅 改札口付近 ※会旗目標 

ＪＲ東海道本線大磯駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ東海道本線（またはＪＲ湘南新宿ライン）をご利用下さい 

ＪＲ東海道本線熱海行き東京発８：２５～大磯９：３２ 

 東京発８：３７～大磯９：４０、東京発８：４５～大磯９：５５ 

ＪＲ東海道本線熱海行き東京発８：５４～品川９：０２～ 

横浜９：２０～戸塚９：３０(＊)～大磯１０：０４ 

ＪＲ湘南新宿ライン新宿発８：２３～横浜８：５４～大磯９：３７

ＪＲ湘南新宿ライン新宿発８：４４～戸塚で上記(＊)に乗り換え 

行く先 

(解散場所） 

高麗山（平塚駅 ｐｍ４時頃解散予定） 

 

見所 

 その他 

モクレイシ、カゴノキがあります。シダの宝庫です 

 

地 図  

コース 大磯駅～千畳敷～高麗山～高麗神社～花水＝（バス）＝平塚駅（解

散） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


